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が施された枝打ち機械「やまびζJと，新たに枝打ち機械 r439 J .a用いて，本学和歌山演習林
においてスギの枝打ち作業を調査して比較・検討した。枝打ち前の枝下商は約4I廷で，高お(5 
-12m)まで枝打ちを行った。 rやまびζJIま 1本当り約 350秒， r439Jは約496秒であった。
また， rやまびこJについて. 1人で 2台そ操作する作諜を誠行したと ζろ，得議功程について






















;f4 3 9J 
l一一一型 'pm日 375X760 m 排気量 40.2cc，最高出力 1.日ps/70∞r
360mm 
8.1m/秒
燃料 lOOOcc，オイル 240cc 
駆 動 翰 3稔(上2総，下1犠) トレッド付安気入ゴムタイヤ !μ4総(は上μ2翰，下2犠掛)ワイヤ一巻ソリhツドげゴムけタイヤ : 
遊 動 翰 ;口1翰蜘のトMレツバド付他笠蹴気臥入ゴ弘…ム




!とlSf. ..t空宇竺竺15}:，哩玉川/分 一竺む竺?と一一一一一一--1F;1-H8~5[ チェーンソー : …ドや付けるとともに，切断音sが約3cm沈下する。 i;校分けセンサー(ガイドローラ付)鴇の遜負孫紡11:!
: 、 ι
特 長 O機械設霞高から約 4mのr~さまでの幸干の尚治まりに対しては，案内板を jo案内板長手方向上下i乙設けたピポットをゆ心IC案内板が3cm潔皮直筏;
; 幹古〉ら離して上昇する ζ とによって桝リりを防ぐζ とができる。一つ 方向iζ移動する。











得点 1 rやまびこj (以扱い説明後:より)
とんど無いが，枝打ち後は滞枝のためにやや歩きにくいo 1~忠商 730.......750111 で平均傾斜 iま 30.5 度
であった。調資は1985主1~10月 29El から 4 日!日L 作業者 3~ろ， 枝打ち機械2際競， rやまびこJ 2 
台と r439J 1台のH3 iと?をもむって行ったo ßJ;!JlJ した 2~頚獄の機械の主な{I:織と ifl泣~J誌は袋一 1 ，
名々の機械の外観は写真… 1・2の通りでoる。 r439Jは枝打ち機滅として設が簡で段j切に市販
された機絡である。今1:.11のタイプは枝打ち上!i1¥i司会ワイヤレスリモコンで{壬えまに決められる物で
あった。しかし，機械はJ~. :lAl.1時のみ動作し， ドi絡は作業者が引き降ろさなければならなL、。 rや




|羽… 1・2は「やまびこjと r439 J ぞ…人でーか操作fずる II~;の 1 サイクルのfl'~絵手j踊を，表
-2 .・ 3!ま fl"議者の袋索作業別の所要1I，'j:lm と 1 サイクノレJ肝要lI~jn'!tJ ぞ悲している。 lヌlから判るよう
に， 1$3ブロックがこの 2総額の機域の操作上の大きな迎いであり，枝打ち終了後「やまびこJ
は I~j!fVJ的にド|得してくるが， r 439Jは作業者が引き降ろさなければならなし、。また，部1ブロッ
クの lilしよIfJと節8ブロックの I1討し下げJは「やまびこJ1司有の作業で， 1439Jの場合は
駆動輸を''1=1立にする取が13¥来ないので含まれない。 2・3の 8人平均の紡栄から判るように












{ 機械だけの動~ ) 




け燃えjでは 1439Jが約 1S;f;J、多くかかっており，これは「州日JのJji)rfiI取り付けJII~: に必ず
架台告必裂とするためである。「倣1'1"持務[l)J のjsいについては不明である。「歩行jでは 1439J
が約19秒多くかかっており. これは 1439Jの場介， J二)11-抑止の1寺WJ令作業者がほで椛認するた
め， 1安打ち水の先立r~Mが見やすい所へ行‘く必弘iのためである o r 5i!:l毒刊誌Jl!てす;Jは「やまびこjの場
合約15秒、多いが，これは「やまびこjの場合，…l本式のため木から本へ迎搬する坑放が大きく，
1.79 
{ 機械だけの動~ ) 





















































































ち終了後機械が下降する時間のためである。 r取り外しJは約11秒， r機械の移動Jは r439Jの









絞打ち水本数{本) 47 15 36 98 
胸路磁径 (cm) 17.6 20.0 19.2 18.6 
胸i関護筏の縄問 (cm) 11-24.3 15....23.2 14.5....26.6 9.8--"'26.6 
取り付け 30.5 37.3 43.6 制レ/第iブロック 回しj二げ 0.5 0.0 0.0 0.3 
上昇・幣俄 3.4 12.6 15.9 9.4 
小雪j' 34.4 49.9 59.5 46.0 9.29百
一 架合はずし 2.3 2.8 1.9 2.2 
2ド 架合はζぴ 10.3 11.5 10.5 10.6 
当 第2ブロック 総合取り付け 8.2 10.8 9.4 9.1 
り 操作機移動 15.2 3.5 13.7 12.9 
の 歩行 23.3 22.5 27.7 24.8 
平 足場滋耳立母; 7.7 3.5 8.5 7.3 
均 機械の様子令見る 2.1 5.7 3.4 3.1 
所 打ち合わせ 2.9 6.1 5.9 
袈 機械作業終了待ち 162.6 180.1 178.1 171.0 
時 その他 14.9 4.3 2.1 8.5 
!筒 小音1・ 249.5 250.8 265.1 255.4 51.59百
引き降ろし 23.4 30.1 25.5 25.2 / 




取り外し 12.8 15.9 23. 7 17.3 
機械の移動 17.7 19.4 23.4 20.0 / 
小雪ト 88.7 106.9 113.6 100.6 20.39百
その他 機械トラブル 2.0 6.9 日|レ
ゃちなおし 43.7 113.6 86.8 
小計 89.2 45.7 120.5 94.1 19.0~百
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Resume 
1n recent yeal's， some kinds of pruning machine (clil1bing type) have been developed in 
Japan. We studied the operational efficiency of pruning on Sugi at Kyoto University 
Forest il1 Wakayal1u by using' two types of pruning l1achine (e. i. one type is rYul1ubikoj， 
another‘is r439j). rYamabikoj climbs up and down by itself， but r439J does only clil1b 
up， then operater m ust p訂Idown aftel' it has pruned. 
Itesults: 
1) ，-439 J nceds abou t 49Gsee to prunc a tl'e. 
2) rYamabikoJ necds about 3508ec to prunc 1 tre. 
3) Whcn 01e 1111 opel'ated two rY!tl11ubikoJ， 1cpl'ul1cd a tI奄ei1 abou t 205sec. 
4) Prunillg l1achin邑 l1ade SOl1e dal1age 01 tr日 sUl'fuce， so もlleeds mOl'e improvement. 
